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はじめに
　三浦玄明の父玄仲は，萩藩領の僻地にすむ地下医にすぎないが，「翻訳書ニ依リ少シク泰
西文明ノ學術ヲ解セシ」ひとであった。青木周弼が，天保１０（１８３９）年に萩藩で最初の藩内居
住の西洋医として藩医に登庸されて以来，萩藩蘭学の基盤はととのえられていた。長男の玄
明が医業をつぐためにオランダ語を習得し，蘭書を繙くのは当然のなりゆきであった。豊後
中津での「福沢諭吉」との出会いも，玄明を蘭学の修学にむかわせた要因のひとつであろう。
　三浦玄明は，文久２（１８６２）年末に豊前中津から親元にもどり，翌文久３（１８６３）年には，萩
城下におもむく。萩城下における玄明の蘭学の修学過程は，３つの段階にわけられる。第１
は，玄明が能美隆庵の学僕としてオランダ語を習得する段階である。玄明は，豊後中津にお
いては，オランダ語の訳書を繙読しただけであり，萩城下ではじめて「文典」，すなわちマー
トシカッペイ文法書によりオランダ語をまなぶ。第２は，好生堂に入学をゆるされ，医生と
して修学するだけでなく，萩藩医の名門青木家に養嗣子としてむかえられる段階である。第
３は，慶応３（１８６７）年夏に長崎遊学の藩命をうけるまでの段階である。
　玄明の蘭学修学期についても，『青木周蔵筆記』（以下，『筆記』と表記する）１）に依拠せざ
るをえない。『筆記』は，青木周蔵が第二次山県内閣の外務大臣に再任され，ヨーロッパか
ら帰国した明治３１（１８９８）年，５０代なかばにさしかかったころに起稿したものである２）。第一
から第二十七まで，補遺をくわえ，全２９章からなる。『筆記』第一は，青木周蔵の生誕から
長崎遊学までの時期をしるしたものである。３０年以上もまえの過去を回顧するために，記憶
違いや事実の誤認が散見される。さらに，伝記には，第１に自己探求や自己認識への欲求，
第２に過去を回想することがもたらす快楽，第３に自己の正当化への欲求が反映される３）こ
とも勘案しなければならない。
　『筆記』第一には，そうした観点から，いくつか疑念をいだかせる記述がみられる。第１に，
玄明は萩城下に蘭学の修業のためにおもむくが，なにゆえに青木塾に入門しなかったのであ
ろうか。父玄仲は，青木周弼と弟の研蔵がいとなむ「私設學校」に入門させるために玄明を
萩城下におくりだしたはずである。第２に，『筆記』は能美隆庵の学僕の時代には紙数をさ
くが，好生堂における修学状況や青木家への婿入りの経緯については詳細をかたらないのは
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どのような理由からであろうか。『筆記』が好生堂における修学状況に言及するのは，「青木
周弼及ヒ其弟研蔵」，「烏田圭蔵氏」の指導をうけたこと，「文典」のほかに「単ニ一二ノ医書」
しか繙読しなかったこと，村田蔵六の命令によりクリミア戦争に関する蘭書の数行を判読し
たことの３件だけである。第３に，『筆記』には，玄明は青木家の養子にむかえられ，青木
周蔵に改称すると，「歐洲留学」を企図し，ただちに日野宗春，竹田祐伯といった好生堂の
中枢にはたらきかけただけでなく，藩庁に願書を提出し，木戸孝允に斡旋を要請したとしる
されるが，好生堂医生の身分で実際に「歐洲留学」の願書を提出したのであろうか。こうし
た点において，『筆記』第一はかならずしも真実をかたっているとはいえない。
　本稿は，山口県文書館所蔵の「毛利家文庫」などの資料と照合し，『筆記』第一の記述を
吟味しながら青木周蔵の萩城下における蘭学の修学期を再現することを課題とする。なお，
「蘭学」は「おらんだノ學問。又，おらんだノ語學」（『新編大言海』）というふたつの意味を
もつ。緒方洪庵の適塾が主眼としていたのは「おらんだノ語學」，すなわちオランダ語の習
得である。こうしたばあいには，「蘭学」を「オランダ語」と表記する。象先堂では，塾生
は伊東玄朴が蒐集した「 醫 學 書 理 學 書 兵書 を 始 めとし 文 學 歴 史 地 理 法律 の 書 」４）を閲読する。
い がく しよ り がく しよ へいしよ はじ ぶん がく れき し ち り ほうりつ しよ
象先堂は，オランダ語で記される西欧の学術書，および技術書をまなぶ蘭学塾である。この
ばあいには，「蘭学」，「西欧の学問」，「西欧の学術」などと表記する。
Ⅰ．　能美隆庵の学僕
　三浦玄明は，文久２（１８６２）年末に豊前中津から親元にもどる。翌文久３（１８６３）年には，萩
城下におもむく。その理由について，『筆記』はつぎのようにしるしている。
豊前ヨリ帰郷ノ後，旧友中ニハ尚ホ漢学ヲ修ムヘク勸告スル者アリシモ，予ハ断然此等
ノ勧告ニ耳ヲ假サス，蘭学研究ノ初志ヲ固執セリ，然レトモ長人ニ対スル世上ノ嫌疑ハ
益々旺盛トナリシニ由リ，笈ヲ他藩ニ負フコトハ固ヨリ不可能ナルヲ以テ，予ハ藩ノ城
下ニ至リ，醫家ニ就テ蘭学ヲ修メント決心セリ
　故郷にもどると，さらに「漢学」をまなぶようすすめる旧友もいたが，玄明は「蘭学研究」
を「初志」であるとして，それをつらぬこうとする。萩城下におもむいたのは，「長人ニ対
スル世上ノ嫌疑ハ益々旺盛トナリシニ由リ」，藩外に修学の場をもとめることができないた
めである。それが事実であるとすれば，玄明が萩城下におもむいたのは，文久３（１８６３）年６
月以降になる。
　萩藩は，尊王攘夷運動の急先鋒として，文久３（１８６３）年５月にアメリカ，フランス，オラ
ンダの艦船を砲撃する。翌６月，突然の大喀血で急死した緒方洪庵の通夜の席にあらわれた
村田蔵六は，福沢諭吉に「此世の中に攘夷なんて丸で氣狂ひの沙汰ぢやないか」５）と嘲弄さ
れる。６月以降には，萩藩が欧米の艦船を砲撃したことが江戸にもつたえられ，萩藩の人び
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とが白眼視されることもあったであろう。
　しかし，玄明が萩城下におもむいたのは，文久３（１８６３）年４月以前，萩藩が馬関攘夷戦を
ひきおこすまえの時期である。この点については後述するが，玄明が萩城下におもむいたの
は，萩藩の人びとが江戸や大坂では冷遇されるからではない。江戸や大坂にでむくまでもな
く，萩城下で蘭学の修学の場をもとめることができるからである。
　郷関をでるとき，玄明は父の玄仲から懇懇とさとされる。
当時，萩ニ於ケル蘭方医トシテハ学問治術共ニ青木周弼及ヒ其ノ弟研藏両氏ニ匹敵スル
者ナク，且父子齊シク要路ニ立テ，藩立医学校ノ教頭及教授タリシニ由リ（中略）其ノ
私設學校ニ入リテ修學スヘク勧諭シタル
　嘉永３（１８５０）年２月以降，萩藩では藩領全域で牛痘接種を実施することになる。萩城下で
の牛痘接種の実施にさいしては，青木周弼，赤川玄悦，久坂玄機の３名の藩医が引痘掛を命
じられる。周弼の弟研蔵は，全藩規模で牛痘接種を実施する佐賀藩にでむき，痘苗をもちか
えっただけでなく，みずから小児に痘苗を植えつける。さらに赤川玄成，竹田庸伯，曽祢玄
育，長野文琢，佐方玄琳，烏田良岱，松村太仲の７名が臨時引痘掛に任命される。藩領全域
で牛痘接種を実施するとすれば，好生館の引痘掛や臨時引痘掛のスタッフ１０名では対応する
ことはできない。そこで，「一宰判中陪臣地下醫之内，巧者之者両三人宛」，すなわち陪臣や
地下医のなかから医療知識や医療技術にすぐれたものを宰判ごとに２， ３名づつえらび，か
れらに「好生舘御用達」を命じ，郡中の「医業取締」にあたらせる６）。代官や領主は，ただ
ちに医者の選抜をはじめ，種痘医として当職所に登録する。熊毛宰判 三 丘 村の領主宍戸孫四
みつ お
郎は，同年４月，つぎのように届けでる７）。
　　　　　三浦玄仲
　　　　　山根壽庵
右両人江領分於冝引痘被二申付一度被レ存候間，於二醫学館一傳授被二仰付一被レ下候様，此段
定被レ成二御沙汰一可レ被レ下候以上
宍戸孫四郎内　　
 毛利家の一門家老の三丘宍戸家は，領地のはるか西方の吉田宰判の 厚 保 村や松屋村にも給
あ つ
地をもつ。松屋村は周蔵が生まれ育った土生村の東に隣接するが，地下医がいない。玄仲は，
往診をたのまれれば，松屋村などの近隣の村にもでかけていたであろう。三丘宍戸家当主の
孫四郎は，玄仲が給地に居住する医者であれば，ただちに玄仲をえらんだはずである。しか
も，玄仲はすでに舟木宰判の藤曲村に転居していた。そのために，当職所への登録が遅れた
のであろう。玄仲は，嘉永４（１８５１）年１月に種痘医として当職所に登録される。一介の地下
医にすぎない玄仲は，「宍戸孫四郎家来」，すなわち陪臣医として萩藩医学校で実施される種
痘法の伝習に参加する。領主が選抜した種痘医である。種痘の講習にあたったのは，種痘掛
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の青木周弼，赤川玄悦，久坂玄機である。青木研蔵もくわわったであろう。なかでも周弼は，
その中心的な存在であり，萩藩随一の蘭学者である。実弟の研蔵も，新進気鋭の蘭学者であ
る。
　玄仲は，萩藩医学校での伝習に参加し，能美洞庵が萩藩医学校の主催者であり，青木兄弟
が萩藩医の西洋医として牛痘接種において指導的立場にあることを知っていた。青木塾では
おおくの塾生が修業していた。青木周弼の伝記には，８２名の塾生が列挙されているが，実数
は「遙かに多かつた」といわれる８）。萩藩領から入門したもののなかには，地下医がおおく，
陪臣医，「勘場醫」や「御茶屋醫」といった下級の藩医の名も散見される。そのほかに，江戸，
京都，大坂，九州から笈を負うものもいた。なかには，緒方洪庵の義弟である憶川虎之助，
洪庵の師家にあたる中天游の子の耕介の名もみられる。周弼は，洪庵とは江戸の坪井信道塾
の同門である。当時，昵懇の間柄にある蘭学者のあいだでは，たがいに門人をあずける習慣
があった。周弼も東条英庵，日野宗春などの門人を大坂の緒方塾にあずける。玄仲は，「笈
ヲ他藩ニ負フコトハ固ヨリ不可能」であるからではなく，その必要がないために，青木家で
修業するよう言いふくめ，玄明を萩へおくりだしたのである。玄仲は，戊辰戦争にもかりだ
され，「診察 調合方」馬関海峡から豊前に従軍する９）。
　当時，萩藩では侍医と御番医をあわせ８０家ほどの藩医がいた。藩主の侍医，すなわち御側
医は御匙役，御添匙役，御鍼役，外科役にわかれ，定員は８名程度である。そのうちの数名
が藩主の参覲や領内巡見などに扈従する。御奥医は藩主の奥向きを担当する。好生堂の教授
スタッフも藩医であるが，侍医や御奥医を兼務するものが多い。そのほかに，交通の要衝に
藩の宿泊施設として設置された御茶屋に配置された医者や各宰判に設けられた勘場に勤務す
る勘場医も藩医である１０）。青木周弼のように一介の地下医が一代雇の藩医に召し抱えられ，
やがて譜代にとりたてられるのは異数のことである。通常は藩医の身分は嫡子雇により世襲
される。
　当時，萩には，能美家と青木家という医家の大家があった。
　能美家は，洞庵から嫡子隆庵へと引き継がれる時期にきていた。洞庵は，寛政６（１７９４）年
に藩医友庵の長男として三田尻 上町 に生まれる。その父友庵は，第１０代藩主 斉熙 の御側医で
うわまち なりひろ
ある。洞庵は，道三流本道医の友庵のもとで修業する。道三流とは，曲直瀬正盛（道三）と
その子玄朔が，田代三喜が明からもちかえった金・元時代の医学を体系化した漢方医学の一
派である。のちに 後 世 家 と呼ばれる。洞庵は，文政１０（１８２７）年２月，嫡出雇により御添匙医
こう せい か
として召しだされ，同１３年には第１１代藩主 斉元 の御側医に任じられる１１）。天保２（１８３１）年に友
なりもと
庵が没すると，家督を相続し，天保８（１８３７）年には襲封したばかりの第１３代藩主 慶親 （のち
よしちか
 敬親 ）の御側医に任じられる。その後，洞庵は第１０代藩主斉凞の御側医をつとめた 賀 屋 恭安
たかちか か や
とともに医業成立定掛を命じられ，天保１１（１８４０）年９月，萩八丁南苑の御茶屋内の空室で医
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書の会読をはじめる。それが萩藩医学校の淵源である。洞庵は，天保１０（１８３９）年，同１２
（１８４１）年，同１４（１８４３）年，弘化２（１８４５）年，同４（１８４７）年，嘉永２（１８４９）年の６度，参覲に
随従し，江戸の文人墨客ともまじわる。洞庵は，藩主の侍医を兼任しながら，嘉永２（１８４９）
年１月に医学館頭取役を命じられ，以後，「防長医学界の泰斗」１２）として萩藩の医学教育と医
療行政を主導する。文久３（１８６３）年２月にようやく隠居願が聴許される。天保８（１８３７）年か
ら四半世紀にわたり，主任侍医として萩藩の「医事衛生」に参与したことになる１３）。
　洞庵は，道三流本道医にすぎないが，洞庵の推挽により萩藩医に登庸された坪井信道は，
「自然斎」，すなわち洞庵についてつぎのようにしるす１４）。
寮友能美子艾，山陽之良医也。王父由庵先生，学術精到，救二人之病苦一，常若レ不レ及。
人至レ今称二之考友庵先生一。余及レ知レ之，亦寛厚之長者也。始唱二西洋医方於我藩一。遠　
近翕然湊二其門一。子艾受レ業継レ志，道益精術益行。今防長之間，洋医之盛，夐過二列国一
者，実能美氏之力也。
　洞庵の父友庵は，学術が緻密であり，ひとの病苦をすくうことにつとめる。萩藩において，
はじめて西洋医学を唱導する。その門には各地から入門者が蝟集する。その嫡子 子 艾 ，すな
し がい
わち洞庵は友庵の遺志をうけつぎ，西洋医学の定着浸透につとめる。新進気鋭の西洋医青木
周弼を藩医に登用するよう推薦し，萩藩医学校の学科課程のなかに西洋医学をとりこんだの
は洞庵である。防長二国において西洋医学が盛行しているのは洞庵のおかげである。友庵に
しても，洞庵にしても，みずから蘭書を繙読することはなかったが，積極的に西洋医学の導
入にとりくみ，防長に西洋医学を普及させたのは，能美家にほかならない。
　隆庵は，文政８（１８２５）年２月，洞庵の長男として三田尻上町に生まれる。ちかくの越氏塾
にかよい，都講の今津 桐園 のもとでまなぶ。天保１３（１８４２）年４月，洞庵にしたがい，家族と
どうえん
ともに萩に移住し，藩学明倫館祭酒の山県太華に師事する。明倫館在籍中，詩文会の結成に
参画する。隆庵は，のちに医家としてよりも，文雅のひととして知られるが，すでにその片
鱗がうかがわれる。隆庵は，父祖以来の家職をつぐために，２０歳のころから，おそらく明倫
館でまなぶかたわら，父の洞庵や青木周弼のもとで医学をまなぶ１５）。隆庵は，医学修業をは
じめてから１０年もたたない嘉永５（１８５２）年には，嫡出雇として召しだされ，藩主慶親の養嗣
子にむかえられた支藩徳山藩主毛利 広鎮 の十男 広封 （のちの 元徳 ）の侍読兼侍医に任じられ
ひろしげ ひろあつ もとのり
る。安政６（１８５９）年９月には御添匙医に任ぜられ，以後，世子広封の江戸出府に扈従する。
文久３（１８６３）年２月には家督をつぎ，藩主慶親の侍医に任ぜられる。
　青木家は，地下医の出でありながら，西洋医としてはじめての藩内居住の藩医に登用され
た周弼から，実弟であり，養嗣子でもある研蔵へと代替わりする時期をむかえていた。周弼
は，享和３（１８０３）年正月，周防国大島郡和田村の地下医青木玄棟の長男に生まれる。文化１１
（１８１４）年に周防国三田尻在住の萩藩医能美友庵の学僕となり， 後世方 の医学をまなぶ。文政
こうせいほう
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３（１８２０）年に大坂に遊学し，文政１０（１８２７）年ころまでとどまる。大坂では，翻訳書により西
洋医学をまなぶ。その後，父玄棟を手伝い，医業に専念する。しかし，やがて地下医の仕事
にあきたりず，天保２（１８３１）年ころ，江戸にのぼる。江戸では，旧師能美友庵の紹介により
江戸の「三大西洋家」のひとりである坪井信道１６）の安懐堂に入門する。のちに信道の紹介に
より同門の緒方洪庵とともに宇田川玄真（榛斎）にも師事する。天保６（１８３５）年春，病気療
養のため郷里にもどる。天保８（１８３７）年７月には研蔵をともない長崎へおもむき， １年ほど
長崎に滞在する。周弼は，ふたたび故郷で医業にたずさわるが，天保１０（１８３９）年２月，洞庵
と地江戸両仕組掛の村田清風の推挙により一代雇の藩医に登庸され，年米２５俵を支給される
ことになる。周弼は，妻タネ，弟研蔵とともに萩城下にうつり，絹織屋町に居をかまえる。
嘉永３（１８５０）年６月には譜代藩医にとりたてられ，翌年正月には御添匙医，安政２（１８５５）年
８月には御側医に補任される。萩藩医学校の運営にもかかわり，嘉永２（１８４９）年正月には医
学館会頭役，万延元（１８６０）年１０月には好生堂助教，文久３（１８６３）年４月には好生堂教諭役に
任じられる。蘭学者としては，文久２（１８６２）年４月に幕府の西洋医学所初代頭取の大槻俊斎
が病没したとき，西洋医学所取締の伊東玄朴と取締補の林洞海から俊斎の後任として頭取に
就任するよう要請される１７）。周弼は心がうごくが，高齢を理由に謝絶する。周弼が江戸の蘭
学者のあいだでもたかい評価を得ていたことがうかがわれる。
　研蔵は，文化１２（１８１５）年に周弼の１２歳年少の弟に生まれる。研蔵も，父玄棟，周弼と同様
に三田尻の萩藩医能美友庵のもとで医学修業をはじめたとおもわれる。天保２（１８３１）年４月
には豊後日田の咸宜園に入門し，広瀬淡窓の弟旭荘のもとで漢学をまなぶ。天保６（１８３５）年
に兄周弼が江戸から帰郷すると，研蔵は周弼のもとでオランダ語をまなび，医学を修業する。
天保１１（１８４０）年に萩城下八丁南苑の御茶屋において医書の会読がはじまったとき，研蔵は周
弼の門生として原書の会読にくわわる。天保１４（１８４３）年には江戸におもむき，伊東玄朴の象
先堂に入門する。同門には，佐賀藩の大石良英，津和野藩の池田多仲，萩藩の東条英庵など
がいる。研蔵は，嫡子のいない周弼の養子になり，弘化４（１８４７）年２月に嫡子雇により西洋
書翻訳御用掛に補任される。嘉永３（１８５０）年６月には西洋原書頭取役に転じる。研蔵は，当
初は異賊防禦の職務にたずさわるが，嘉永５（１８５２）年２月には好生館都講役，文久３（１８６３）
年４月には御添匙医に任じられ，世子附になる。元治元（１８６４）年３月には周弼の後任として
好生堂教諭役に補任され，同年６月には御側医に任じられる。研蔵は，江戸遊学中から「西
学は当時若手之内海内ニ指折之由ニ御座侯」といわれ１８），当代屈指の蘭学者という評価があっ
た。青木家は，医家としては新興の家柄であるが，萩藩では随一の蘭学者の家系である。
　萩城下において「蘭学研究ノ初志」をつらぬこうとすれば，青木塾に入門しなければなら
ない。玄明は，父玄仲から青木周弼の蘭学塾に入門するようすすめられる。しかし，玄明は
能美隆庵の学僕になる。『筆記』によれば，その理由はつぎのとおりである。
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青木兄弟ハ夙ニ蘭学者トシテ其ノ名聲廣ク他藩ノ間ニ喧傳セラレタレハ，其ノ門生ハ啻
ニ長人ノミニ止マラス，他藩ヨリ来學スル者亦少ナカラス，此ノ如ク門生ノ多数ナルハ
却テ修学ニ不便ナルノミナラス，校内ノ規律甚タ弛緩ナリトノ世評モアリタル
　玄明が青木塾に入門しなかったのは，他藩からも塾生がおとづれ，塾内にあふれかえって
いるために修学に支障があるだけでなく，塾内の規律もゆるんでいるという風評があったた
めである。風評で判断するのは，入門する意思がなかったからであろう。
　周弼は，萩城下にうつったとき，絹織物町に居をかまえる。玄明が萩城下におもむいたこ
ろには，周弼は近傍の南古萩町に新築移転し，もとの家には研蔵がすんでいた１９）。周弼が嘉
永４（１８５１）年に侍医に補任されたのち，研蔵が蘭学塾の指導や患者の診療にあたっていた。
青木兄弟の蘭学者としての名声は他藩にもとどき，青木塾にはおおくの塾生がいた。しかし，
それが「修学ニ不便ナル」要因，すなわち塾内における学習活動に支障をきたす要因である
とはいえない。緒方洪庵の適塾にみられるように，おおくの塾生が切磋琢磨することにより
学習効果はたかまる。
　研蔵は，弘化４（１８４７）年に嫡出雇により西洋書翻訳御用掛に任じられて以来，役につき，
文久３（１８６３）年４月には世子附の侍医を命じられていた。玄明が萩城下におもむいたころに
は，周弼は療養中であったが，「当時の蘭学塾は何れも塾主が自ら教へるのではなく，塾頭
が 確 りしてゐるかどうかで其塾の価値が定まるのであつた」２０）。塾内の規律がゆるんでいた
しつか
とすれば，人望がある塾頭がいなかったということになる。「校内ノ規律甚タ弛緩ナリ」と
いう風評は，玄明が青木塾をさけた表面的な理由である。それは方便にすぎない。
　玄明は，萩城下 江 向 にある「名門能美氏」の家に寄寓し，学僕としてオランダ語をまな
え むかい
びはじめる。隆庵は修学時代に周弼のもとでオランダ語を学習し，嫡出雇として召しだされ
たのちには蘭学を教授したこともある。安政２（１８５５）年９月，好生館内に「台場築造，砲術，
諸器械，其外洋製便利之事柄」を研究する西洋学所が開設される２１）。このとき，隆庵は，田
原玄周，松島瑞益とともに西洋学師範に任じられる。瑞益が西洋兵学研究のため長崎遊学を
命じられたために，隆庵が「醫書」と「文法書」を，玄周が「兵書類」を教授する２２）。
　『筆記』には，隆庵の語学力についてつぎのようにしるされる。
蓋シ能美氏ハ蘭學ノ造詣探シト云フニアラサルモ，汎ク漢籍ニ通暁シ蘭學モ文典程度ノ
書ハ易々之ヲ解シ得ルノ學力ヲ有スルカ故ニ，予ハ先ス之ニ就テ文典ヲ學ヒタリ，然ル
ニ当時學問講習ノ方法タル，今日ノ如ク順序整然タラサルノミナラス，能美氏ハ侍医タ
ルカ故ニ公務多忙ニシテ授業ニ専ラナル能ハス，従テ予ノ學業亦遅々トシテ進歩スルコ
ト能ハス，唯窃ニ憤慨スルノミナリキ
　隆庵は，「文典」には通じているが，「蘭學ノ造詣探シト云フニアラサル」人物である。こ
のばあい，「蘭學」は「おらんだノ學問」（『新編大言海』），すなわちオランダ語によりつた
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えられる西欧科学を意味する。しかも，蘭学の教授法に熟達しているとはいえない。玄明は，
隆庵のもとでオランダ語を習得することは困難ではないかとおもいはじめる。しかも，侍医
として「公務多忙ニシテ授業ニ專ラナル能ハス」。
　隆庵は，洞庵の隠居にともない，文久３（１８６３）年２月に家督を相続し，４月には藩主附と
なり，１０月には御側医に任ぜられる。萩藩は， ４月に攘夷実行を決議し，藩庁を山口に移す。
藩主慶親は， ４月１６日に山口にうつる。隆庵は藩主に扈従し，山口におもむく。玄明も隆庵
に随従する。隆庵は，侍医として日常的に藩主に接し，藩主が出駕すれば扈従しなければな
らない。
　玄明が萩城下におもむいたのは，隆庵が萩城下に在住していた文久３（１８６３）年４月中旬以
前のことである。ちなみに，藩主慶親が敬親に改名し，萩城にもどるのは，元治元（１８６４）年
１０月３日のことである。御側医の隆庵は，つねに藩主に扈従する。玄明は，攘夷実行いご，
「長人ニ対スル世上ノ嫌疑」がふかまる文久３（１８６３）年の後半ではなく，春から初夏のころ
に萩城下におもむき，萩城下に居住する隆庵の学僕になったとおもわれる。
　隆庵は， 嚶鳴 社 のメンバーであり，そのメンバーでもある周布政之助，北条瀬兵衛（のち
おうめい しや
伊勢 華 ），来原良蔵，松島瑞益（剛蔵）といった「当時要路ニ在ル諸士」と頻繁に往来して
さかえ
いた。嚶鳴社は，天保１４（１８４３）年８月に明倫館居寮生の周布政之助が北条瀬兵衛とともに結
成した詩文会であった２３）が，安政４（１８５７）年に萩城下河添に活動の拠点を移したのち，嚶鳴
社と名づけられる。発起人のひとりである北条瀬兵衛は嚶鳴社について，つぎのように述べ
ている２４）。
 毬 呼 嚶 鳴 社 之 事 予 豈 忍 復 言 乎 。憶予歳廿四五。在萩城明倫館事。時館内主張經説。弗理
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
餘事。予與周布公輔謀，創此社。専講温史八家文。兼攻辞章。久之入社者十数人。相會
則討論講究。援古徴今。
　瀬兵衛が２４，５歳のころ，在籍していた明倫館では，経説 ，すなわち「経書の中に説かれ
けいせつ
ている説」（『日本国語大辞典』）を主張し，そのほかのことを論じるという風潮はなかった。
瀬兵衛は，周布政之助とはかり，嚶鳴社を結成する。もっぱら史記や唐宋八家を講じ，詩歌
や文章を排撃する。入社するものは十数人におよぶ。会集すれば，討論講究し，「援古」，す
なわち古を引いて証とし（『字通』），「徴今」，すなわち現今の事実にあてはめて確かめる（『日
本国語大辞典』）。嚶鳴社は，当時の明倫館における「經書の訓詁を專攻して殆ど餘事を修養
せず」２５）といった気風を憂慮し，歴史をまなび，時局問題をも講究しようという趣旨から組
織されたものである。熊本藩でも，国老 米 田 是容 が天保１２（１８４１）年ころに横井小楠，下津久
こめ だ これかた
馬，元田 永孚 などとともに「講學」を組織し，「記誦詞章ニ拘泥シテ修己治人ノ工夫ヲ知ラス」
ながざね
という藩校時習館のあり方を批判し，「人才を生育し政事の有用に用ひん」と主張したこと
がある２６）。この研究会は，藩政改革派である実学党の起源となる。周布政之助が嘉永５（１８５２）
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年に江戸方政務役添役に抜擢されたように，社員のなかには藩政の要務につくものも多くな
り，嚶鳴社はより現実的な政策検討集団になる。
　玄明は，隆庵に扈従するうちに嚶鳴社の人びとと面識ができる。『筆記』は，当時の状況
について，つぎのようにしるす。
周布政之助，毛利登，北条瀬兵衛氏等，当時要路ニ在ル諸士ハ執レモ能美氏ノ學友ニシ
テ，彼我屡々往来スルノ故ヲ以テ，予モ亦知ラス識ラスノ間ニ政府ノ先輩諸氏ヲ識ルニ
至リ，種々ノ政談學話ヲモ聞クコトヲ得タルニ由リ，自然其ノ鞭捷ヲ受ケタルコト少ナ
カラス，之カ為メ速ニ自己ノ目的ヲ達セントスルノ念慮，益々興奮シ，殆ント之ヲ抑制
スルニ苦メリ
　隆庵の「學友」である「要路ニ在ル諸士」の「政談學話」を聞いたことが，玄明が現実の
政治に関心をいだくようになる契機になった，というのである。しかも，そのために，１日
でもはやく「自己ノ目的」を達成しようと発奮するが，「興奮」を抑制することができなく
なったというのである。『筆記』には，「目的」という表現がなんどかキーワードとしてあら
われる。「目的」とは，「国家ニ益スル学問」，すなわち「政法ノ學」をまなび，「政治ニ参与
スヘキ位置」を獲得することを意味する。『筆記』によれば，玄明が「目的」をはじめて意
識したのは，「満十六歳ニ達セシ時」，四書の素読ができるようになったころである。そのこ
ろ，玄明は家職である医術をまなぶことを厭わしくおもうようになったという。「政法ノ學」
は，のちの青木周蔵がプロイセンにおもむいたのちに出会った学問である。周蔵は，１８７０（明
治３）年冬学期にベルリン大学法学部に学籍登録し，「政法ノ學」をまなぶ。その後，外交官
をへて，外務次官，外務大臣として政界にはいる。『筆記』は，５０代なかばにさしかったこ
ろに起稿したものである。青木周蔵は，医者という職業を忌避し，そこから逃かれようとい
う想いを「政治ニ参与スヘキ位置」という現在
・ ・
の到達点に仮託し，その地位を獲得すること
を「目的」と表現したにすぎない。嚶鳴社の人びととの交遊は，「目的」につながる過程の
ひとこま
・ ・ ・ ・
である。
　「目的」を達成するために，オランダ語をまなぶという着想は，豊後中津に遊学していた
さいに得たものである。オランダ語は，西欧の学問をまなぶための手段にほかならない。玄
明は，文久２（１８６２）年に誠求堂の塾主橋本忠次郎（塩巌）にさそわれ，かれの親戚筋にあた
る福沢諭吉の実家をたずねる。老母 於 順 と忠次郎との会話を聞き，玄明は諭吉の生き方に
お じゅん
共鳴し，ふたつの点で諭吉を指標にすることになる。ひとつは，語学の習得である。諭吉は，
中津藩の下級藩士の家に生まれ，「封建門閥」の重圧にさいなまれていたが，みずから習得
したオランダ語や英語によって封建的身分制度の壁を突き破り，幕臣にとりたてられる。語
学は，封建的身分制の障壁を越える武器になりうる。村田蔵六も，地下医の家に生まれなが
ら，蘭学を兵学や軍事学へとおしひろげることによって倒幕運動の先陣をきる萩藩の軍事部
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門の責任者という地位を獲得する。対外的危機意識がつよまれば，つよまるほど西欧の近代
科学の扉をひらくために外国語への需要がたかまる。
　もうひとつは，海外への視線である。玄明は生まれ故郷の土生村や藤曲村から遠望できる
海を隔てた世界にあこがれていた。諭吉をとおして，漠然としたものながらオランダが属す
る西欧世界を垣間見る。それは玄明が知る蘭学とは異なる新鮮な学問を用意する世界でもあ
る。少なくとも福沢諭吉との邂逅により，玄明の脳裏には，語学の学習，海外渡航という選
択肢が刻み込まれる。しかし，海外渡航あるいは海外留学は，非現実的な，あわい憧憬にす
ぎない。
　オランダ語の習得にふみこんだ玄明は，軍事的な緊張のたかまりがすすむなかで，軍事的
な動向とは対蹠的な方向にむかう。萩城下で修学する玄明の友人のなかには，奇兵隊に入隊
するものもあり，入隊をすすめるものもいた。玄明は「一兵卒タルハ予ノ望ム所ニアラサル」
として謝絶する。奇兵隊は，下関砲撃事件において無力さを露呈した藩正規軍を補強するた
めに，高杉晋作が文久３（１８６３）年６月に結成した「陪臣輕卒藩士を不選同様に相交り專ら力
量を貴ひ堅固之隊」２７）である。その後，遊撃隊， 御 楯 隊， 鴻 城 隊， 膺 徴 隊， 八幡 隊といっ
み たて こう じよう よう ちよう はちまん
た，下級藩士，農民，町人が結成する諸隊が生まれる。藩医のなかにも，奇兵隊などの諸隊
にくわわるものもあらわれる。藩医赤川玄悦の子戅 介 は，はじめ医業をつぐために，万延元
こうすけ
（１８６０）年４月に好生堂に入学するが，文久３年には志士からなる膺懲隊を創設し，総督にな
る。藩医馬島春海の子甫仙，馬島春海も奇兵隊に参加する２８）。
　玄明は，安政４（１８５７）年，手習いをおえ，萩藩永代家老の福原家が家臣の子弟のために領
地の宇部村中尾に設置した郷学菁莪堂に入門する。菁莪堂の記憶は，ふたつの点で玄明の心
に刻み込まれる。ひとつは，封建的身分制への嫌悪感である。もうひとつは，軍隊としての
武士団やその構成員である武士にたいする拒絶反応である。安政５（１８５８）年，条約問題や将
軍継嗣問題をめぐり政局が極点に達する。萩藩が全藩軍事化をすすめるなかで菁莪堂も軍事
調練を中心とした施設に変貌する。陪臣とはいえ，福原家家臣の子弟が武闘集団としての性
格を剥き出しにするとき，玄明は「階級制度ノ桎梏」を痛感させられる。その体験が玄明に
戦闘集団としての武士団や武士に拒絶反応をいだかせるようになる。萩藩は，文久３（１８６３）
年８月１８日の政変により京都から追放される。福原家当主の 元僴 は，萩藩の勢力回復のため
もとたけ
に，おなじ萩藩家老の国司信濃，益田右衛門介とともに兵を率いて上京し，元治元（１８６４）年
７月，禁門の変をひきおこす。敗走し，帰藩した元僴は，自刃を命じられる。
　青木周蔵は，ベルリン大学法学部在籍中の明治６（１８７３）年１月１６日，岩倉使節副使の木戸
孝允の推薦によりベルリン公使館駐在の外務一等書記官心得に補任され，はじめて官途につ
く。一時的に帰国することはあったにしても，外交官としてドイツに駐在する。青木周蔵は，
明治１８（１８８５）年に帰国を命じられ，１２月１０日に外務大輔に補任され，同月に発足した内閣制
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度のもとで外務次官に横滑りする。青木周蔵の周囲には，志士として尊皇攘夷・討幕運動に
かかわった軍閥政治家があふれていた。明治２２（１８８９）年１２月にはじめて外務大臣に起用され
るが，それは第一次山県内閣の外務大臣であった。山県有朋は，奇兵隊で頭角をあらわし，
明治政府では軍閥政治家として手腕をふるい，政界に山県閥をきずく。青木周蔵は，「山縣
井上の系統」に属するが，「 未 だ 青 木 周 臧 子 の 最 も 多 く 學 者 ぶ る に 如 か ざ る な り 」と評され
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
る２９）ほどに，文官として地位をきずいたことを誇らしげにかたっていたのであろう。典型的
な尊皇攘夷運動の志士であった伊藤博文は，文弱であるとして青木周蔵を罵倒する３０）。
若い時分にいづれも志士を以て自ら任じてゐたので，女子などは振り向きもしなかつた
ものだ。獨り青木は近所の子守女と遊んで嬉しがってゐたので，吾輩等はいつか彼れに
制裁を加へてやらうと思つて機會を狙つてゐた。すると青木が馬小屋の向ふに馬草を置
いてある二階に，例の子守と一緒にあがつてゐることを見付けた。好機逸すべからすと
て，ソツト梯子を取ら除けてやつた。暫くして二人でおりやうとすると，梯子がなくな
つてゐるので，忽ち狼狽し始めた。そこで一向がワーツとはやし立てた。さすがの青木
も眞赤になつて助けてくれとあやまる。小守の背中で小供が火の付くやうに泣き出すと
いふ始末，さんざん油を取つてやつた，その時，青木はこれから女子とは遊ばないと誓
つたので，好い加減にして梯子をかけてやつた。
　青少年期のふたりには接点はない。伊藤博文がつくりだした寓話にすぎない。青木周蔵は，
志士あがりの藩閥政治家にまじわりながら往時を回顧する。そこには，現在から照射された
過去が描きだされる。その過去は，現実とはあざやかなコントラストをなしていた。
　萩藩は，攘夷実行の期限がせまる文久３（１８６３）年４月，「一旦兵端を開絶交之上にては外
國の長技も御採用之思召も難レ被二行届一候」として，井上聞多（馨），遠藤謹助，山尾庸三，
伊藤俊輔（博文），野村弥吉（井上勝）の５名を留学生としてイギリスに密航させる。かれ
らに課されたのは，「外國へ渡航し學校へ入込修業」し，「外國の長技」，すなわち「航海業」
を修学することである３１）。留学生のなかには，伊藤俊輔のような農民の出のものもいた。玄
明の胸中には，海外留学が非現実的な夢ではないという思いが芽生えていた。そのためには，
外国語，すなわちオランダ語を習得しなければならない。
　玄明は，嚶鳴社の人びとと接することも楽しみであったが，「予ノ學業」，すなわちオラン
ダ語の学習はすすまなかった。能美隆庵は，もともと文雅のひとであり，家職をつぐために
「文典程度ノ書」を学習したにすぎない。玄明は，南古萩町の自宅で療養していた青木周弼
をたずね，「仮令民籍ニアル者ト雖モ志アル者ハ擢テ之ヲ明倫学館ニ収容スヘシ」と請願する。
周弼が好生堂教諭役に任じられ，自宅で療養していた文久３（１８６３）年の秋のことである。オ
ランダ語を習得し，「目的」を達成するためには，「明倫学館」，すなわち藩学明倫館の管轄
下にある好生堂に入学しなければならないことをあらためて認識したのであろう。
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Ⅱ．　好生堂医生
　玄明は，文久３（１８６３）年秋，好生堂教諭役の青木周弼の自宅を訪ね，陪臣や地下医にも好
生堂への入学をみとめるよう請願する。周弼は，病気療養中であったが，すでに「入塾御育
之諸生ハ，御醫師中，陪臣，地下醫共，御人差を以被二仰付一度候」と建言していた
３２）。しか
も，「好生堂御門内ニおゐてハ，平日之位級ニ拘らす，學業之深浅を以，席序黜陟被二仰付一度，
學術進達之人々ハ，陪臣，地下醫たりとも，好生堂付 も被二仰付一候樣ニ奉レ存候」という徹
底した能力主義にもとづく人材登用策とむすびついた建言である。
　広瀬淡窓の咸宜園では，年齢，入塾まえの学歴，身分や家柄を顧慮しないという三奪法が
とりいれられただけでなく，九級の月旦評にもとづく徹底した能力主義が採用される。淡窓
じしん「 文 學 ニ 
○ ○ ○
與ラヌ他藝 
○ ○ ○ ○ ○
ヲナス者迄モ 
○ ○ ○ ○ ○ ○
。 往 ヽ 此 風 ニ 倣 ヘ リ 」３３）と述べているとおり，咸宜園
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
の等級制の原理は豊後日田で私的に淡窓に師事した坪井信道，その門生である緒方洪庵など
の蘭学塾にもうけつがれる。坪井信道の門生であり，緒方洪庵と同門である周弼が萩藩医学
校に能力主義にもとづく等級制を導入しようとしていたことがうかがわれる。
　周弼は，文久３（１８６３）年４月に教諭役に補任されると，みずからの西洋医学校構想の仕上
げにすべての精力をそそぐ。それが結実したのが，７つの具体的な提言を列挙した建言書と
「覺」，すなわち好生堂改正規則である。建言書は，攘夷を藩是とする萩藩が今後たどる荊の
道程を想定し，萩藩医学校がはたすべき現実的な問題について提言したものである。萩藩医
学校に藩内の医療行政を一元化し，戦時にも対応できるような態勢をととのえることが周弼
の最後の建言の主旨である。このとき，玄明は「予モ亦既ニ同一ノ意見ヲ抱持スルニ由リ暫
ク時機ヲ待ツヘシ」とさとされる。
　文久３（１８６３）年１２月１６日，周弼が萩城下南古萩町の自宅で病没する。年があらたまると，
周弼が起草した好生堂改正規則と建言は聴許され，陪臣や地下医も好生堂にうけいれられる
ことになる。周弼の没後，竹田祐伯と烏田敬蔵が好生堂教諭役心得を命じられる。元治元
（１８６４）年３月には，世子広封の侍医青木研蔵が好生堂教諭役に任じられ，在職中は役人並に
準じ，長柄傘の使用をゆるされただけでなく，萩藩医学校の職務が多忙のばあいには，城中
の勤番を免じられる３４）。研蔵は，周弼と同様に強い権限を行使するのにふさわしい地位を付
与され，好生堂改正規則と建言にもとづく改革を実施することになる。
　すでに「陪臣輕卒藩士」３５）からなる奇兵隊が結成されていた。萩藩では，「舊習拘泥致候儀
は人情之常態ニ御座候」３６）といった認識は影をひそめ，ひろく人材を登用することが藩の方
針になりつつあった。
　元治元（１８６４）年春，玄明は能美隆庵の推薦により好生堂に入学する。しかし，玄明は修学
に専念することはできなかった。それは，萩藩が公武合体論から攘夷論へ，攘夷論から倒幕
論へと藩論を急旋回させるなかで，好生堂もその渦中にまきこまれていたからである。安政
─　　─46
森川：青木周蔵の渡独前の修学歴（３）
５年６月，幕府は孝明天皇の勅許を得られないままアメリカとのあいだに修好通商条約に調
印する。この条約勅許問題は，天皇が幕府の国政上の先決権を否定したところに問題の核心
があり，尊王攘夷運動の台頭と幕末維新の激しい政争の発端になる。萩藩は，嘉永６（１８５３）
年８月，日米和親条約の締結について幕府から諮問をうけたさいには，「夷賊共之心膽を打
挫き候程ニも堅く御斷被　仰聞」という攘夷論をつたえる３７）。幕府から日米修好通商条約の
調印の可否について意見をもとめられると，安政５（１８５９）年５月，当役手元役の周布政之助
が「叡慮の通異夷御拒絶」３８），すなわち天皇の意向にしたがい修好通商条約の締結を拒絶する
という方針をまとめ，藩論として幕府につたえる。
　萩藩では，文久３（１８６３）年ころから俗論派と正義派と呼ばれるふたつの党派が政権をめぐ
り，熾烈な確執を演じる。それは，「守舊進取二思想の衝突」３９）にほかならない。俗論派は，
ひたすら「宗祀の保全」をはかろうとし，保守的で，穏健な傾向をもつ。正義派は，「藩國
を賭し偉勲を策する」ために，急進的で，過激な傾向をもち，尊攘運動から討幕運動へとつ
きすすむ。
　文久元（１８６１）年３月，藩主慶親の側近であった直目付の長井 雅楽 が開国策と公武合体策を
う た
かさねあわせた航海遠略策を建言し，藩論として採用される。航海遠略策は，朝廷と幕府か
ら賛同をえる。しかし，文久２（１８６２）年１月には坂下門外の変がおこり，老中安藤信正が罷
免され，公武合体運動は後退する。尊攘運動が全国的な規模に拡大するなかで，萩藩でも松
下村塾グループを中心とする尊攘派，すなわち正義派が台頭し，航海遠略策を痛烈に批判す
る。同年７月初旬，藩主慶親が臨席し，京都河原町の藩邸で会議がひらかれる。会議は，桂
小五郎，久坂玄瑞などの尊攘派が主導し，「天朝へ忠節幕府へ信義祖先へ孝道」という藩とし
ての方針を決定する４０）。萩藩の藩論は，公武合体から「破約攘夷」あるいは「奉勅攘夷」に
急旋回する。
　京都では，朝廷の権威浮上を画策する攘夷派公卿が台頭し，萩藩の尊攘派とむすびつき，
幕府に天皇親政による攘夷決行をせまる。１１月，幕府は攘夷勅旨の遵奉を決定する。攘夷実
行期限は，文久３（１８６３）年５月１０日である。萩藩は，攘夷の急先鋒として中央政界の表舞台
にあらわれる。文久３（１８６３）年４月１６日，藩主慶親は攘夷実行をまえに萩城から山口中河原
の御茶屋にうつる。攘夷期限の５月１０日から２６日にかけて，萩藩は下関海峡の砲台からアメ
リカ，フランス，オランダの艦船を砲撃する。
　萩藩がまいた火種は，京都では，文久３（１８６３）年８月に鹿児島藩をはじめとする公武合体
派の雄藩と公家の軍事クーデターを誘発し，萩藩は政治の表舞台になった京都から排斥され
る。それが，元治元（１８６４）年７月の禁門の変をさそい，さらに幕長戦争へと展開する。国元
では，禁門の変から１ヶ月もたたない８月５日には英仏米蘭四カ国連合艦隊による報復砲撃
をうけ，萩藩は降伏し，和議をむすぶ。
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　禁門の変により萩藩は朝敵になり，萩藩追討の勅命がだされる。萩藩では，守旧派，いわ
ゆる俗論派が政権につき，幕府から提示された降伏条件をうけいれることによって幕府軍の
追討を回避する。守旧派政権は，禁門の変をひきおこした福原元僴，益田 親施 ， 国 司 親相 の
ちかのぶ くに し ちかすけ
３家老を自刃させただけでなく，萩藩を朝敵におとしめた急進派の重臣を処刑する。過酷な
粛正に反発した高杉晋作が元治元（１８６４）年１２月に亡命先の下関で挙兵する。それに呼応し，
急進派は軍事蜂起し， １ヶ月あまりの内戦のすえに保守派の萩藩軍を撃退する。翌元治２
（１８６５）年２月，急進派が政権に復帰し，実権をにぎる。３月には長府，徳山，清末の３支藩
藩主の要請におうじ，藩主慶親は「外恭順，内武備充實」という藩是をしめす４１）。それは，
恭順を装いながら，軍備を充実させるという強硬論であり，幕府にたいする宣戦布告にほか
ならない。それが，慶応２（１８６６）年６月の幕府軍の萩藩への討伐派兵につながる。萩藩は討
幕派の主導のもとで幕府の萩藩再征にそなえ，行政改革，軍事改革を推進する。
　萩藩は，馬関攘夷戦をひかえ，文久３（１８６３）年５月に下関に赤間関病院を設置する。赤川
玄櫟が総督，李家文厚が副総督につき，２０余名の医員が好生堂から派遣され，機器類も好生
堂からもちこまれる４２）。好生堂では，同年１１月から１２月にかけて藩医のために外科医術の研
修もおこなわれる。元治２（１８６５）年１月に好生堂に病院が付設され，四国連合艦隊下関砲撃
事件，禁門の変，萩藩内での内戦における傷病兵や罹患者の治療にあたる。改元後の慶応元
（１８６5）年４月には，竹田祐伯の建議により，諸隊附属の病院が廃止され，山口，高森，吉田
に軍事病院が常置される。日野宗春が山口病院総管，江田東渓が高森病院総管，李家文厚が
吉田病院総管に任じられる４３）。３つの軍事病院は，幕府にたいする宣戦布告を契機とする幕
府の派兵を想定したものであり，好生堂病院御用掛に任命された好生堂医員が治療にあたる。
　「吉田才判 生村地下醫」三浦玄仲の嫡子玄明は，入学後わずか１年しかたっていなかった
が，元治２（１８６５）年３月に「好生堂病院御用掛リ」としてかりだされる４４）。明倫館と吉田宰
判にも「添手紙」が届けられる。玄明にできるのは雑用だけである。
　藩主慶親は，文久３（１８６３）年４月に山口中河原の御茶屋にうつり， ６月には政事堂も山口
にうつされる。藩政中枢の機能移転が計画され，好生堂も山口に移転することになる。玄明
は，慶応２（１８６６）年１月，好生堂の山口移転をひかえ，好生堂病院御用掛を免じられる４５）。
しかし，実際に好生堂が山口にうつるのは，萩藩と幕府とのあいだに幕長戦争の休戦協約が
成立した同年９月のことである。玄明が好生堂病院御用掛を免じられたのは，山口の好生堂
で医生として修業させるためである。好生堂は，当初，龍福寺境内にあったが，のちに後西
門前に新築移転する。萩の好生堂跡地は病院として利用され，戊辰戦争の傷病兵をうけいれ
る。
　玄明は，同年７月，「戦士之創傷療癒」のために召集され４６），石州口の益田病院へでむき，
藩医の佐方謙二の指揮下にはいるよう命じられる４７）。佐方謙二は，のちに鳥羽・伏見の戦い
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が勃発したとき，上坂を命じられ，上国病院副督を命じられる４８）。
　慶応２（１８６６）年１０月，好生堂教諭役の青木研蔵は，つぎのようにうかがい，聴許される４９）。
此度好生堂山口江御引セ被レ成，醫業一際御引立相成，御手廣人民之病苦御救被二仰付一候，
就而ハ醫員成立之儀 一之要務ニ付，其才判中地下醫之嫡子次三男等青年秀才之者選擧
せしめ，好生堂入込修業可レ仕様被二仰付一候事
　８月２１日には幕府に萩藩征討停止の勅命がだされ， ９月４日には幕府軍は撤兵をはじめて
いた。しかし，好生堂医員だけでなく，地下医も傷病兵の治療にかりだされ，藩民の療養に
あたる医者が払底していた。軍事的な対立は終息する気配もない。「醫員成立」，すなわち医
者の養成は，好生堂の職分である。そのために，各宰判の地下医の子弟のなかから優秀なも
のを選抜し，好生堂に入学させたいという主旨である。入学生には，一人扶持が給与される。
　好生堂では，医員だけでなく，医生もかりだされ，医者養成の機能を停止していた。萩藩
討伐のための幕府軍が撤退しはじめると，山口にうつった好生堂は，玄明のような従来の医
生や地下医子弟のなかからあらたに入学した医生のために授業を再開する。
　玄明は，好生堂教諭役の青木周弼が起草・上申し，その没後の文久４（１８６４）年１月に認可
されたばかりの好生堂改正規則５０）と７つの建言５１）にもとづき入学をみとめられ，好生堂で
修学する。第１に，周蔵が入学をみとめられたのは，つぎの第３の建言による。
入塾御育之諸生ハ，御醫師中，陪臣，地下醫共，御人差を以被二仰付一度候，猶，好生堂
御門内ニおゐてハ，平日之位級ニ拘らす，學業之深浅を以，席序黜陟被二仰付一度，學術
進達之人々ハ，陪臣，地下醫たりとも，好生堂付 も被二仰付一候樣ニ奉レ存候，右之輩一
入相励，御醫師中も廉恥之心を生し，憤發致候樣可二相成一哉と奉レ存候事
　地下医の家に生まれた玄明は，入学を許可されただけでなく，身分や地位ではなく，能力
により席次がきめられる。学業が進達すれば，陪臣医や地下医でも藩医に登用される。好生
堂には，徹底した能力主義がとりいれられる。
　第２に，履修課程は原書課程と訳書課程というふたつの課程からなる。すでに漢方医学を
おさめたものは，入学後ただちに原書課程に編入され，「文法書習讀」，「窮理書研究」，「三
科之醫學」の順に修学する。まず，「文法書」によりオランダ語を習得する。「文法書」とし
て使用されたのは，「文典」，すなわちマートシカッペイ文法書である。それは，オランダの
マートシカッペイ公益協会（De maatschappij：tot Nut van ’t Algemeen）が刊行したオランダ
語文法教科書である。マートシカッペイ文法書は，箕作阮甫により翻刻され，天保１３（１８４２）
年に『和蘭文典』前編，すなわち『グランマチカ，あるいはオランダ語文法』（Grammatica， 
of Nederduitsche Spraakkunst），嘉永元（１８４８）年には『和蘭文典』後編，すなわち『シンタク
ス，あるいはオランダ語の語形成』（Syntaxis, of woordvoeging der Nederduitsche Taal）と
して板行される。前編は「ガランマチカ」，後編は「セインタキス」と通称され，オランダ
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語学習のための不可欠のテキストとして使用されることになる。オランダ語を習得したうえ
で，「窮理書」をまなぶ。「窮理」は，すなわち「事ノ 理 ヲ，窮 メ知ルコト」（『新編大言海』）
スジ キハ
である。いわゆる自然科学が必修科目として位置づけられる。さいごに，下記の「三科之醫
学」まなぶ。
第一科　解剖學
　　　　生理學
第二科　病理學
　　　　治法學
第三科　藥性學　附本草
　　　　分析學
　「治法學」とは，「疾病に各自の正証傍症有て條理燐然として混淆せす，診問によりて症候
を探索し，原因に遡洄し，病名を定め虚，実を辨し，死生を判ち，従て治則を設け，對應之
方法を処する事を論す」学問５２），すなわち診断学と治療学をかねそなえた学科である。「外科
学」や「産科」も「治法學」にふくまれる。原書課程がいわゆる本科として位置づけられ，
訳書課程はいわゆる変則課程にすぎない。玄明は，すでに漢学をおさめ，漢方医書も繙読し
ていたために原書課程に編入され，まずオランダ語を習得しなければならない。玄明が能美
隆庵のもとでどの程度「文典」をまなんでいたかあきらかではないが，好生堂でも「和蘭文
典ニ精通スル烏田圭蔵氏等ノ教授ヲ受ケ」る。
　烏田敬蔵は，天保元（１８３０）年１１月，吉敷郡の 鷲頭 氏の次男に生まれ， ９歳のころに父親を
わしのづ
なくし，遺族とともに萩の烏田 良 岱 のもとに寄寓する。良岱は，佐藤泰然のもとで外科学
りよう たい
をまなび，高野長英の門で蘭学をまなんだともいわれる５３）。萩八丁南苑の御茶屋で医書の会
読がはじまると，良岱は医学掛として『外科必読』，『解体新書』，『医範提綱』を講本にもち
いる。西洋医学をまなんだ経歴がなければ，訳書にしても，西洋医書の会読を主宰すること
はできない。敬蔵は，良岱のもとで蘭学をまなび，嘉永６（１８５３）年５月に伊東玄朴の門には
いる。象先堂では， ９年にわたりオランダ語と西洋医学をまなぶ。語学能力がひいでていた
ために幕府の蕃書調所の教授手伝の地位を用意されるが，萩にもどり，文久３（１８６３）年２月
に烏田良岱の女婿にむかえられ，以後，圭三をなのる。同年４月１８日に嫡子雇により召し出
され，好生堂都講役を命じられる５４）。「都講」は「塾生のかしら」であり，「舎長」は「宿舎
の長」である（『日本国語大辞典』）。敬蔵は，蕃書調所の教授手伝の候補にあげられるほど
の蘭学者であった。
　玄明は，『和蘭文典』を書写し，雑用のあいまにオランダ語の学習にはげみ，やがてオラ
ンダ語を習得する。『筆記』には，玄明のオランダ語読解力に関する挿話がみられる。
藩ノ名士大村 　 （益次郎）ノ知遇ヲ得ルニ至レリ，抑々大村氏ハ養祖父周弼ノ毛利家ニ
氏
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推薦セル者ナルカ，予ノ蘭学ヲ修ムルヲ聞キ，突然予ノ学力ヲ試験セント欲シ，一書ヲ
予ニ交付シ，此ノ書ハ目下足下ノ研究スル医学トハ全ク没交渉ノモノナルモ，之ヲ足下
ニ貸與スヘケレハ，此ノ書ノ序文ヲ熟讀シ，後日予ノ面前ニ於テ講義スヘシト云へリ，
本書ハ「セバストポール」戦争ノ顛末ヲ叙述シタルモノニシテ，其ノ序文ハ文意難渋ニ
シテ，蘭学生徒ノ訳読ニ困苦スルモノナリト聞へタリ，予ハ各種ノ辞典ニ依リ漸ク其ノ
大体ノ意義ヲ解スルコトヲ得タルノミナラス，此ノ書ニ由リテ軍事及ヒ政治思想ノ一班
ヲ窺フコトヲ得タルヲ以テ，中心 非常ナル愉快ヲ感シタリキ，斯クテ予ハ大村氏ノ面前
マ マ
ニ於テ凡ソ三十行許通讀講義シタルニ，計ラスモ「大分讀メル」トノ賞辞ヲ受ケタリ
　村田蔵六，のちの大村益次郎は，万延元（１８６０）年４月，御側医青木周弼の「 育 」として
はぐくみ
萩藩の士籍にくみいれられる。「育」は，「他人を養子とし，又は養子となることで，家督と
は関係なく，これによって立身又は縁付などの条件をよくすることを目的とする戸籍関係」
を意味する５５）。
　なんのための「試験」かあきらかではないが，蔵六は「目下足下ノ研究スル医学トハ全ク
没交渉ノモノナルモ」と前置きし，「『セバストポール』戦争ノ顛末ヲ叙述シタルモノ」を玄
明に手渡し，その「序文ヲ熟読シ，後日，予ノ面前ニ於テ講義スベシ」と命じる。「此ノ書」
はクリミア戦争に関する「大部之洋書」，分厚い蘭書であるが，詳細については管見にはい
らない。
　萩藩は，安政２（１８５５）年９月に好生館内に「台場築造，砲術，諸器械，其外洋製便利之事
柄」を研究する西洋学所を開設する５６）。西洋学所は，安政６（１８５９）年８月に博習堂に改称し，
独立した西洋兵学の研究教育機関に再編成される。博習堂では，松島剛蔵がクリミア戦争の
「セバステポル戰爭記」の飜訳にたずさわったことがある５７）。剛蔵は，文政８（１８２５）年，藩医
松島瑞璠の長男に生まれ，のちに瑞益を名のる。萩藩医学校でまなび，周弼に異才をみとめ
られる。このころには，すでに嚶鳴社に参加していたとおもわれる。その後，江戸におもむ
き， ４年間，坪井信道塾にまなぶ。当時，私塾に入門するさいには身元保証人が必要であっ
た。保証人になるとすれば，周弼のほかにいない。嘉永５（１８５２）年１月には，世子，のちの
元徳の侍医（お鍼役）に任じられる５８）。翌嘉永６（１８５３）年４月，田原玄周の後任として西洋
原書頭取役に任じられる。西洋学所が開設されると，能美隆庵，田原玄周とともに西洋学師
範に任じられるが，ただちに長崎遊学を命じられる。安政４（１８５７）年７月には，西洋学師範
に復職し，兵書を講じる。安政６（１８５９）年２月，「醫籍ヲ脱シ士班ニ列」し，瑞益から剛蔵
に改名する。剛蔵は，萩藩海軍の創設にかかわり，文久元（１８６１）年２月には海軍局にうつり，
文久３（１８６３）年１０月には萩藩海軍頭取に任じられる。その間，御堀耕助，山田市之允（顕義），
品川弥二郎などとともに御楯隊を結成する。禁門の変， ４カ国連合艦隊による馬関砲撃のの
ち，保守派が実権をにぎると，剛蔵は野山獄に投じられ，元治元（１８６４）年１２月１９日に改革派
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として政務にかかわった前田孫右衛門，毛利登人，山田亦助などとともに斬首される。
　「セバステポル戰爭記」の飜訳は難航し，剛蔵は９月１１日付で藩政府につぎのようにうか
がう５９）。建言がだされた年代は不明だが，瑞益から剛蔵に改名した安政６（１８５９）年２月から，
刑死する元治元（１８６４）年１２月までのあいだのものである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青木周弼
　　              　　又右衛門嫡子　戸田龜之助
右セバステポル戰爭記，於二博習堂一飜譯被二仰付一候處，大部之洋書和解之儀は實以大業
に而，中ゝ壹人ニ而は容易に大成難二相成一候付，周弼龜之助兩人儀飜譯御用掛被二仰付一
候ハヽ，諸事申談精ゝ急速相調候様取計可レ申候間，此段被レ 二御詮議一被レ下侯様奉レ存
候事
松島剛蔵
　青木周弼の名があげられるのは，責任者である剛蔵には，「セバステポル戰爭記」の飜訳
事業が一大事業であるという認識があったにもかかわらず，萩蘭学界の権威まで動員しなけ
ればならないほどに難航していたからである。「序文」だけでも「文意難渋」であり，博習
堂の「蘭学生徒」はもとより，剛蔵も難渋していた。伺いは裁可され，赤川又太郎と土屋弥
之助が「點削校正等仕候手傳人」を命じられる。玄明が飜訳を命じられた時点でも，訳了し
ていなかったであろう。
　クリミア戦争は，バルカン半島・中東への進出を企てるロシアとそれを防ごうとするオス
マン帝国との対立が火種になり，嘉永６（１８５３）年１０月に戦端がひらかれる。翌嘉永７（１８５４）
年，オスマン帝国に荷担するイギリス，フランスがクリミア半島に出兵し，翌年９月にセバ
ストポリ要塞を陥落し，年末には戦争は終結する。１８５６（安政３）年３月にパリで講和条約が
むすばれるが，オスマン帝国もイギリス，フランスなどの西欧列強に従属することになる６０）。
清がイギリス，フランス，アメリカの軍事力に屈し，従属させられる契機になったアロー号
事件がおこったのは１８５６年１０月のことである。
　幕府は，毎年，長崎に入港するオランダ船がもたらす「別段 風説書 」により，クリミア戦
ふうせつがき
争について情報をえていた。安政３（１８５６）年７月にもたらされた「別段風説書」の「魯西亜
國并都児格國」の項目には，つぎのようにしるされる６１）。
先度之別段風説ニ申上候以後之別段ニ申上候，兼而相知可レ申候セバステポル魯西亜／
の地の南手ハ千八百五十五年第九月八日本卯年／七月廿七日同盟方浬押収せられ候由ニ
御座候
　ロシアの南下政策に端を発するクリミア戦争におけるセバストポリ要塞の陥落を報じたも
のである。ロシアは，寛政４（１７９２）年にラクスマン（Адам Эрикович Лаксман）を蝦夷に，
享和３（１８０３）年にはレザノフ（Николай Петрович Резанов）を長崎に派遣し，幕府に国交と通
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商関係を樹立しようと画策していた。その後，フヴォストフ事件（文化３年），文化露寇事
件（文化４年）があいつぎ，ロシアへの関心がたかまる。「北方與我蝦夷厪隔一衣帯水，其
形勢情状矣可不詳也」６２），すなわちロシアは，日本の蝦夷と海峡によってへだてられた隣国で
ある，そのロシアの実情をつまびらかにしなければならない，という認識があった。
　嘉永６（１８５３）年７月，ペリーが率いるアメリカ東インド艦隊が浦賀に来航するが，その翌
月，ロシア艦隊司令長官兼遣日使節プチャーチン（Евфимий Васильевич Путятин）が長崎に
来航し，あらたに幕府に国交と通商関係の樹立をもとめていた。計画の実行にあたり，ロシ
ア政府は，１８５３年はじめに，ヨーロッパにおける日本研究の第一人者であるシーボルトを首
都サンクトペテルブルクにまねき，対日開国交渉のすすめ方について諮問する６３）。ペリーが
江戸湾に回航し，強硬な示威行動により幕府に条約の締結をせまったのにたいし，プチャー
チンは鎖国という幕府の対外封鎖政策を尊重し，長崎に寄港し，長崎奉行を介して幕府と交
渉する。その後，クリミア戦争の勃発によりプチャーチンはイギリスやフランスの艦隊をさ
け，沿海州に退去せざるをなくなる。じっさい，イギリス・フランスの連合艦隊は１８５４年８
月（安政元年閏７月８日）にカムチャッカ半島を攻撃する。ペリーは，浦賀に来航した翌年，
安政元（１８５４）年３月に日米和親条約を締結するが，プチャーチンは同年１２月にようやく日露
和親条約の締結にこぎつける。
　萩藩でも，クリミア戦争が注目され，長崎に舶載された蘭書の翻訳がはじめられたのは，
ロシアの南下政策にたいする脅威が認識されたためである。ロシアとトルコのあいだの紛擾
の火種がくすぶっていた。維新後も新政府要員のあいだでは「魯西亞土耳格ノ釁隙將ニ端緒
ヲ作セリ其禍患皇國ニ波及スルモ亦計リ難シ」といった認識が共有されていた６４）。
　玄明は，好生堂に架蔵される辞書類にあたり，難解な「セバステポル戰爭記」序文の「大
体ノ意義」を把握する。数日後，蔵六に概要を説明すると，賞賛される。『筆記』には，「セ
バステポル戰爭記」の序文を解読したことにより，「軍事及ヒ政治思想ノ一班」をうかがい
しることができた，としるされる。しかし，わずか３０行ほど解読しただけで，クリミア戦争
の政治的・軍事的な意味を理解することができたとはおもわれない。
　いずれにしても，玄明のオランダ語の読解力が群をぬいていたことがうかがわれる。玄明
は，やがて初習者に「蘭語文典」をおしえるようになる。オランダ語を習得した先輩塾生が
初学者の指導にあたるのは，当時の蘭学塾では慣例になっていた。のちに大学東校留学生と
して渡独する荒川邦蔵も，玄明のもとでオランダ語をまなんだ医生のひとりである。荒川邦
蔵は，嘉永５（１８５２）年，萩藩士の家に生まれ，藩医荒川家の養子にむかえられる。慶応２
（１８６６）年９月に萩から山口に移転した好生堂にすすむ。玄明は，翌慶応３（１８６７）年４月に長
崎に派遣されるために，「文典」を教授したのは短期間であった。
　玄明は，『和蘭文典』全編をおえ，辞書をひもときながらオランダ語原書を読解すること
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ができるようになると，いわゆる本科にすすむ。『筆記』によれば，玄明は，好生堂在籍中，
「文典以外ニ講究シタルハ單ニ一二ノ医書ニ過サリシ」という。好生堂の原書課程は，「文法
書習讀」，「窮理書研究」，「三科之醫學」からなる。玄明は，オランダ語を習得したのち，い
わゆる自然科学課程にすすみ，すくなくとも「三科之醫學」の基礎医学，すなわち第一科に
すすんだことになる。
　萩藩医学校では，藩医のなかから優秀なものが教授スタッフに採用されるが，兼務するも
のも少なくない。のちの青木周蔵は日野宗春，半井春軒，竹田祐伯といった往時の教授スタッ
フと書翰をやりとりする。好生堂在籍中に教えをうけていたことがうかがわれる。
　日野宗春は，文政１０（１８２７）年に周防国大島郡久賀村の地下医山県玄敬の三男に生まれる６５）。
天保１３（１８４２）年８月より弘化元（１８４４）年２月まで周防国上関の小泉玄常に医術をまなび，同
年３月より翌２年２月まで萩明倫館祭酒の山県太華のもとで漢学をまなぶ。同年５月より翌
３（１８４６）年１２月まで右田毛利家の時観園の教授太田 稲香 のもとで漢学をおさめる。嘉永元
とうこう
（１８４８）年３月に青木塾に入門し，同４（１８５１）年８月まで在籍する。ついで，周弼の紹介によ
り大坂の適塾に入門し，嘉永４年８月から同５年３月まで研鑽する。安政元（１８５５）年８月よ
り翌２年３月まで長崎に遊学し，吉雄圭斎，中村洪庵などのもとで外科学をまなぶ。万延元
（１８６０）年４月に好生堂舎長を命じられ，青木周弼の斡旋により萩藩医日野貞庵の養嗣子とな
る。万延元年１１月，養父貞庵の卒去により家督を嗣ぐ。元治元（１８６４）年４月，山口病院総管
に任じられ，好生堂助教を兼勤する。宗春にとって，青木家は師家にあたる。
 半井春軒は，天保７（１８３６）年，萩藩士粟屋織之助の二男に生まれる６６）。天保１５（１８４４）年に藩
医半井玄友の養子にむかえられ，嘉永元（１８４８）年９月に家督を相続する。好生堂，安政５年，
久坂玄瑞とともに江戸に遊学し，幕府儒官芳野金陵の門生になる。春軒は，安政２（１８５５）年
２月，好生堂舎長に任じられ，文久元（１８５１）年８月に松岡勇記などとともに赤間関病院医員
を命じられる。翌文久二（１８６２）年には長崎に派遣され，松本良順の門生になり６７），オランダ
海軍軍医ポンペの医学伝習にくわわる。慶応４（１８６８）年１月には病院総督を命じられる。
　竹田祐伯は，文政８（１８２５）年，萩藩士深栖三郎兵衛の二男に生まれ，嘉永２（１８４９）年６月
に藩医竹田庸伯の養子にむかえられる６８）。庸伯は，天保８（１８３７）年に大坂の高良斎門にはい
り，嘉永３（１８５０）年ころには江戸の川本幸民に入門する。良斎は， ７年あまり師事したシー
ボルト（Philipp Franz von Siebold）から「學術優秀」であるとして「許状」を授与される６９）
ほどにオランダ語に堪能であった。幸民は，坪井信道塾において青木周弼と同門であった。
祐伯は，高良斎のもとでオランダ語を習得した庸伯にまなび，のちに柴田方庵に師事する。
方庵は，寛政１２（１８００）年に水戸藩領の会瀬村（現日立市）に生まれ，天保２（１８３１）年から死
没する安政３（１８５６）年まで長崎にとどまり，開業し，私塾もひらく７０）。長崎を留守にしたの
は，天保１０年はじめころから４月まで江戸と郷里をたずねたとき，嘉永２（１８４９）年１０月から
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数ヶ月間牛痘摂取のために名古屋をおとずれたとき，翌嘉永３年２月から６月まで江戸にお
もむいたときの３度だけである。祐伯が方庵に師事したのは，長崎においてである。方庵は，
オランダ商館医モーニケ（Oto Gotlieb Johann Mohnike）に牛痘接種法を伝授される。祐伯
は，長崎の方庵のもとで牛痘接種法をまなんだであろう。その後，緒方洪庵の塾外生となる。
万延元（１８６４）年７月，嫡子雇で召し出され，好生堂都講役を命じられ，文久３年４月には助
教役，同年１１月には御添匙格となる。同年１２月１６日に青木周弼が没したのち，烏田敬蔵とと
もに教諭役心得を命じられる。
　萩藩の蘭学は，青木周弼によって基盤がきずかれ，しだいに裾野をひろげていた。草創期
の段階では，周弼の蘭学塾をおえたものは，萩藩医学校でまなんだり，江戸や長崎に遊学し
たりした。周弼のつぎの蘭学第二世代，すなわち周弼などのもとで蘭学をまなんだ世代には，
青木研蔵，田原玄周，田上宇平太，中島治平，竹田祐伯，松島瑞益（剛蔵），日野宗春，松
村玄仲（太仲），烏田敬蔵（圭三），半井春軒，赤川玄檪，久坂元瑞といった蘭学者がいる。
東条英庵や手塚律蔵のように，幕府や他藩に招聘されるものもあらわれる。ちなみに英庵は
周弼が藩医として萩にうつりすんだときにひらいた家塾の最初期の門生である。第三世代と
して，松岡勇記，福田正二といった蘭学者がそだつ。青木周蔵も第三世代に属する。周蔵は，
重層化した萩藩蘭学の土壌のうえに屹立する萩藩医学校においてオランダ語を習得する。
Ⅲ．　長崎遊学の藩命
　玄明は，好生堂に入学し，２年もたたない慶応元（１８６５）年１１月に内々に青木家の婿養子に
むかえられる７１）。表向きには青木研蔵の「育」になり，青木家に起居する。
　青木周弼には，嘉永３（１８５０）年７月１５日生まれの長男敏之介がいたが，その出生以前に実
弟の研蔵を嫡子として藩に届けでていたために，研蔵が周弼の養嗣子として青木家をつぐ。
研蔵は，継嗣にめぐまれないまま五十歳をむかえ，青木家の跡取りになる養子をさがしてい
た。研蔵は，はじめ門人の福田正二を候補者とする７２）。正二は，弘化３（１８４６）年，小郡宰判
の地下医の子に生まれる。青木家の門人になり，研蔵のもとで研鑽する。好生堂が陪臣や地
下医にも本格的に門戸を開放した文久４（１８６４）年春に，おそらく玄明の同期生として入学す
る。慶応２（１８６６）年９月に好生堂が山口に移転したのち，助教に挙用される７３）。そのころ，
３歳年長の玄明は医生として好生堂に在籍していた。
　福田正二は，研蔵のもとでオランダ語を習得し，西洋医学の基礎を身につけていた。『尼
氏医鑑』（全８巻），『弁薬則』（全２巻）といった訳著をのこしたことからもうかがわれるよ
うに，正二は語学にすぐれ，後年，ドイツ語も習得する。『尼氏医鑑』の題言には，つぎの
ようにしるされる７４）。
此書ハ内科諸病ノ治法ヲ論スル者ニ  孛 漏 生 國醫官 尼 末 乙 爾 氏ノ著ハス所ナリ。原本ハ
プ ロイ セン ニー マ イ ル
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其第七版ニ 西暦千八百七十一年ノ鏤行ニ係ル。病門ヲ分テ十一類トス。曰呼吸噐病，
曰血管系病，曰消食噐病，曰肝胆病，曰脾病，曰尿噐病，曰生殖系病，曰神經系病，曰
運動噐病，曰皮病，曰全身病。其各門中一病毎ニ病理原由ヲ説キ，解屍所見ヲ載セ，症
候經過ヲ掲ケ，終ニ治法ヲ擧ク。夫ノ叙事ノ明鬯議論ノ精確ナル如キハ，世ノ多ク知ル
所ニ ，固ヨリ予カ言ヲ俟タス。予國語ヲ以テ譯セント欲シ，拮据一年，比ロ略其稿ヲ
脱ス。題 尼氏医鑑ト謂フ。今先ツ尿噐病以下六門ヲ上梓シテ，世ニ問ヒ，次テ前ノ五
門ニ及ハント欲ス。盖呼吸噐病血管系病ノ如キハ，世已ニ翻譯鏤行ノ新書ニ乏シカラサ
レハナリ。予也鹵莽謭劣，加之未タ曾テ文辭ヲ修メス。今唯原文ニ　因循シテ，之カ譯
字ヲ下スノミ。看官幸ニ其陋ヲ恕 原文ノ意ニ溯洄セハ亦濟世ニ少補ナシトセス。
　『尼氏医鑑』は，ドイツ人内科臨床医ニーマイアー（Felix von Niemeyer）原著の『内科診
断学および治療学』（Lehrbuch der spezielen Pathologie und Therapie）ではないであろう
か７５）。１８７１（明治３）年に刊行されたドイツ語原著の第七版から訳出したものである。ドイツ
でも版をかさねた最新の内科学書は，「病門」を１１に分類し，それぞれに「病理原由」，「解
屍所見」，「症候經過」，さいごに「治法」を提示する。原書は，佐藤尚中によって抄訳され，
明治初年には『済衆録』として写本が流布していた７６）。明治５年に新宮凉民と新宮凉閣が「呼
吸噐病」の部分を共訳し，『仁墨児内科則』として板行していた。福田正二は，新政府の大
坂軍事医院に勤務したのち，帰藩し，山口医学校校長，みずから三田尻に開設した華浦医学
校の校長などをつとめ，終生，医者の養成にたずさわる７７）。
　もうひとりの候補が玄明である。のちの青木周蔵は，青木家への養子縁組について回顧し
ている。
能美氏等ハ予ノ蘭学ノ知識漸ク進メルヲ見テ，予ヲ青木家ノ養子タラシメントセシカ，
当時予ノ位置トシテ青木家ノ養子トナルコトハ太タ名譽ナルモ，予ハ三浦家ノ長男タル
ノ故ヲ以テ之ヲ辞退セリ，然レトモ交遊諸氏及ヒ能美氏ヨリ家嚴ニ対シ云々ノ説諭アリ
タル爲メ予ハ終ニ青木家ノ養子トナレリ
　玄明の養子縁組にさいし，玄明のオランダ語の最初の師匠である能美隆庵が中心的な役割
を演じるが，「交遊諸氏」も関与する。かれらは，玄明を研蔵の養嗣子として推薦しただけ
でなく，玄明の父親玄仲の説得にもあたる。それは，玄明が語学において異彩をはなってい
たためだけではない。玄明がひとを魅了する特有の風格をそなえていたからでもあるであろ
う。
　日野宗春は，後年，毛利家編輯所維新史料編纂会常任委員の中原邦平との座談でつぎのよ
うにこたえている７８）。
──今の周造は研蔵の弟子ですか
彼は河田了斎の弟子で大分出来たさうだからと云うので継だのだが本は三浦玄弘と
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記たのだが
　日野宗春は，平然と「河田了斎」の名をあげ，中原邦平も「河田了斎」が周知の人物であ
るのか，問い糾したりしない。「周造」や「三浦玄弘」は速記者の誤記である。人名に関し
ては，とりわけ口頭でつたえられるばあいには誤記や記憶違いがすくなくない。このみじか
い会話から，玄明が「河田了斎」のもとでオランダ語をまなび，語学の才能を発揮したこと，
それが，玄明が青木家に養子にむかえられる契機になったことがうかがわれる。中原邦平は，
嘉永５（１８５２）年に宗春と同郷の周防国大島郡久賀村に生まれる７９）。宗春は，明治２（１８６９）年８
月に故郷にかえり，開業する８０）。邦平が宗春に師事し，漢学を修業したのは，そのころであ
ろう。邦平は，明治１１（１８７８）年に司法省法律学校を中退し，参謀本部に出仕したのち，明治
２２（１８８９）年に毛利家編輯所にはいる。幕末維新期の萩藩に関する資料を収集し，『忠正公勤
王事蹟』，『井上伯伝』，『伊藤公実録』などをあらわす。邦平と「河田了斎」との接点はみい
だせない。「河田了斎」は，青木家となんらかのかかわりのある人物であり，青木家を師家
とする宗春とは接点があったとおもわれる。
　玄明は，豊後中津においては，オランダ語の訳書を繙読しただけであり，能美隆庵のもと
ではじめて「文典」，すなわちマートシカッペイ文法書によりオランダ語をまなぶ。玄明が
「河田了斎」に師事したのは，能美隆庵の学僕であった時期か，好生堂に入学したのちか，
いずれかの時期である。『筆記』は，その点には言及しないが，能美隆庵の学僕であった時
期であれば，多忙な隆庵が日野宗春か青木研蔵に依頼し，「河田了斎」に玄明の指導にあた
らせた可能性もある。好生堂に入学したのちであれば，烏田敬蔵のもとでオランダ語の手ほ
どきをうけたことになる。
　青木家は，藩医としては新興であるが，原書主義を標榜する萩藩医学界の総帥である。養
子の条件としては，第一に語学，とりわけオランダ語に堪能であることがあげられたであろ
う。第二に，藩医の家柄である以上，西洋医学の適性がなければならない。
　福田正二は，ふたつの点で青木家の継嗣として適材であった。しかし，正二は「一身上の
都合により辭して受けなかった」８１）。玄明も，三浦家の跡取りであるとして辞退する。しかし，
隆庵が中心になり，玄明の実父玄仲を説得し，玄明は青木家の養子という「名譽」を掌中に
する。慶応元（１８６５）年１１月に周弼の次女照子の婿として青木家にはいる。照子は，嘉永元
（１８４８）年７月に生まれ８２），当時，１７歳であった。以後，玄明は青木周蔵をなのることになる。
　玄明の青木家養子縁組についての伺いは，申請してから１年ほどのちの慶応２（１８６６）年１２
月１３日付で萩藩政府から正式に許可される。以下がその申し渡し書である８３）。
青木研蔵，嗣子無レ之付，研蔵育，実ハ吉田才判土生村地下醫三浦玄仲倅周藏，業筋器
用相見，往々御用ニ可レ立者ニ付，聟養子被二仰付一被レ下樣御斷之趣相伺候處，如レ願可レ
被二仰付一旨候條，此段可レ被二申渡一候，恐惶謹言
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　周蔵は，地下医のせがれにすぎないが，医業にたずさわるものとして才能にめぐまれてい
る。藩医である青木家の後継者としてふさわしい人材である。それが，周蔵が青木家への入
籍をみとめられた理由である。青木家の養子にむかえられたのちにも，周蔵は好生堂で修学
する。医家の名門の跡継として入籍した以上，家学の修業にはげまなければならない。しか
し，周蔵は「講学ノ自由ヲ束縛セラルルノ感」をいだき，医学の修業に専念しようとしない。
「一二ノ医書」を繙読したとしても，それは「予ノ主トシテ修メントスル学問トハ頗ル遠キ
モノ」であった。その学問をまなぶためには，「笈ヲ海外ニ負フ」必要がある。それに，周
蔵は「養父及ヒ大村氏等ニ就テ修業スルモ到底堂奥ニ達スルコト能ハサル」，すなわち医者
としての能力の限界を感じていた。
　周蔵は，すでに地下医の嫡子ではなく，萩藩医家の名門青木家の跡継ぎになっていた。医
学研究の名目であれば，「歐洲留学」を願いでることも不可能ではない。『筆記』によれば，
周蔵は海外留学を実現するために動きはじめる。
歐洲留学ノ希望ハ日ヲ逐フテ熾ナルニ至レリ，是ニ於テ予ハ医校ノ先輩竹田祐伯日野宗
春等諸氏ニ説クニ，長藩ハ ニ数名ノ学生ヲ歐洲ニ派遣シタルモ，此輩ハ執レモ兵学研
究ヲ目的トスルモノヽ如シ，然レトモ国家ノ必要トスル学科豈独リ兵学ノミニ止ランヤ，
医学及ヒ衛生学ハ為政上最モ緊要ノ学ナリトノ趣意ヲ縷述シ，併セテ予ヲ歐洲ニ留学セ
シムヘク斡旋センコトヲ請ヒ，又木戸翁（孝允）ニ説クニ，同一ノ趣旨ヲ以テシ，且歐
洲留学差許サルヘク尽力セラレンコトヲ懇ニ依頼シタリ
　萩藩は，文久３（１８６３）年４月に５名の留学生をイギリスに密航させ，慶応元（１８６５）年４月
にも南貞助，山崎小三郎，竹田庸次郎の３名をイギリスにおくりだす。鹿児島藩が町田久成，
松村淳蔵，森有礼，吉田清成などの藩士をイギリスに密航させたのは，その２年後の元治２
（１８６５）年３月のことである。翌慶応２（１８６６）年４月，幕府は「海外諸國へ向後學科修業又は
商賣之爲罷越度志願之者願出次第御差許可相成候尤糺之上御免之印章可相渡候」８４）と布達し， 
９月に海外渡航事務をはじめる。７月には，鹿児島藩が藩士の海外派遣を申請し，佐野，佐
倉，福井の諸藩も追随する。萩藩は，元治元（１８６４）年７月の禁門の変ののち，幕府とは敵対
関係にあり，海外派遣を申請する必要もなかった。ただし，萩藩は攘夷期日とされた文久３
（１８６３）年５月１０日に攘夷実行にふみきり，アメリカ商船，フランスやオランダの艦船を砲撃
していた。留学国は限定される。
　萩藩は，慶応３（１８６７）年２月に毛利幾之進（親直），福原芳山（鈴尾五郎），河瀬安四郎
（真孝）の３名をイギリスに派遣する。『筆記』は，執筆している時点から過去を回想したも
のである。「執レモ兵学研究ヲ目的トスルモノ」のなかには，周蔵と同時期に長崎に遊学し，
慶応３年７月にイギリスに派遣された河北義二郎，天野清三郎などもふくまれる。かれらは
いずれも「兵学研究」を課題とする。医生については，長崎に遊学生が派遣された前例しか
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ない。中原玄快，上領道仁のふたりの好生堂舎長が長崎に派遣され，万延元（１８６０）年夏に幕
府医官の松本良順の門人としてポンペの医学伝習にくわわる。しかし，「兵学」だけではなく，
「医学及ヒ衛生学」も「国家ノ必要トスル学科」であり，「為政上最モ緊要ノ学」である。周
蔵は，自説を開陳し，まず竹田祐伯や日野宗春に「歐洲留学」の実現のために斡旋を依頼す
る。祐伯や宗春は，たんなる「医校ノ先輩」ではない。いずれも萩藩の医療行政を主管する
好生堂教諭の職にある研蔵を補佐する立場にあった。周蔵は，留学中の修学科目として「医
学及ヒ衛生学」をあげる。
　周蔵は，桂小五郎，のちの木戸孝允にも懇願する。小五郎は，慶応元（１８６５）年５月，政事
堂用掛および国政方用談役心得に任じられ，藩政の中枢に参画する。以後，撫育方用掛，用
所役，蔵本役といった藩の要職を歴任する。養祖父周弼は，小五郎の実父和田昌景とは藩医
仲間，近所同志として親交があった。小五郎は，藩士の海外派遣に積極的にとりくみ，資金
集めにも奔走する。青木家の跡取りに親しみをおぼえ，周蔵に援助の手をさしのべたであろ
う。のちの孝允は，１８７２（明治５）年８月にロンドンで面会し，ベルリン大学法学部に在籍す
る周蔵の見識に感動し，外交官の道をあゆませる。
　『筆記』によれば，周蔵は「養父研蔵ニ請フテ両三年間欧洲留学ノ許諾ヲ得」たうえで，
藩庁に請願をくりかえす。請願は許諾され，慶応３（１８６７）年４月１４日付で周蔵と松岡勇記に
長崎遊学の辞令が交付される。
右醫学修業として肥前長崎被差越候付，月別金五両充出立月別金五両充出立月浬徃キ十
二月分被二立下一候事
８５）
 周蔵と松岡勇記に命じられたのは，長崎におもむき，医学を修行することである。出立月
から１２ヶ月間，それぞれ毎月五両が下付される。松岡勇記がどのような経緯で長崎遊学生に
選挙されたかあきらかではないが，『福翁自傳』に「至極元氣の宜い活溌な男」として登場す
る８６）。松岡は，豊後日田の咸宜園から大坂の適塾にすすみ，すでに好生堂舎長の地位にあっ
た。周蔵は，医生にすぎない。藩政府としては周蔵が長崎遊学生として適格か否か確認する
必要がある。周蔵は，村田蔵六から「『セバストポール』戦争ノ顛末ヲ叙述シタル」蘭書の
「序文」を熟読し，概要を講じるよう命じられたことがある。蔵六は，萩藩では「洋書ヲ讀
ム 東條手塚二氏ニ勝レリ」８７）といった評価をえていた。蔵六は，オランダ語の能力を評価
され，青木周弼の「育」として萩藩家臣団にくみいれられる。蔵六が周蔵に難解な蘭書の飜
訳を命じたのは，周蔵が長崎遊学生として適性があるか否かたしかめるためであろう。
　研蔵は，長崎遊学の願書であったとしても，「欧洲留学」の願書であったとしても，好生
堂教諭として好生堂に在籍する周蔵が提出した願書について決裁をくださなければならない
立場にあった。周蔵が藩庁に請願したのは，「欧洲留学」についてであったであろうか。そ
れが「欧洲留学」の願書であったばあい，研蔵は許諾したであろうか。青木家の養嗣子であ
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る周蔵が「欧洲留学」について藩庁に請願したとすれば，研蔵は容認しなかったはずである。
長崎遊学であれば，研蔵もみずから経験し，後進にも奨励していた。萩藩医のなかにも，西
洋医学の修業の仕上げとして長崎におもむくものも少なくなかった。周蔵が西洋医学の修業
にはげめば，長崎遊学をすすめたはずである。しかも医生の海外派遣は前例がない。周蔵が
竹田祐伯や日野宗春だけでなく，木戸孝允にも「歐洲留学」の実現のために斡旋を依頼した
とすれば，研蔵にもそれがつたわる。『筆記』には，「欧洲留学」の願書を提出したのは，好
生堂に在籍中のことであったと記されるが，実際には長崎にたどりついたのちのことである。
　周蔵が思い描いていたのは，まず開港場として外国航路の船舶が出入港する長崎におもむ
き，ヨーロッパ留学の機会をうかがうことであった。海外渡航が解禁になったのちの慶応３
年７月以降，前年から長崎に遊学していた河北義二郎，天野清三郎などは，外国航路の船舶
が出入港する長崎におもむき，長崎から渡欧する。
　研蔵は，周蔵が「稟賦ノ醫者嫌ヒ」であることに気づいていた。長崎に旅立つさいには「変
業セザル可シ」と諭す８８）。周蔵は，藩主毛利敬親に拝謁したのち，旅装をととのえ， ６月は
じめに長崎に旅だつ。長崎では，「薩人を介して崎陽學館及外人に就て泰西の學」をおさめ
ることになる８９）。
おわりに
　三浦玄明は，豊後中津において「福沢諭吉」に触発され，萩城下においてオランダ語をま
なびはじめる。「福沢諭吉」との邂逅により，玄明はふたつの点で示唆を得る。ひとつは，
外国語，すなわちオランダ語を習得することである。もうひとつは，習得したオランダ語に
より「西洋学」をまなぶことである。青木周蔵は，『筆記』第一を執筆するさいには『福翁
自伝』をひもとき，諭吉の境涯にみずからの境涯をかさねあわせたことであろう。中津藩の
下級武士の家に生まれた諭吉がのりこえなければならなかったのは「親の 敵 」でもある「門
かたき
閥制度」である９０）。萩藩僻隅の地の地下医の家に生まれた玄明が克服しようとしたのは「封
建制度ノ桎梏」である。
　本稿では，『青木周蔵筆記』の記述を吟味しながら萩城下における三浦玄明の蘭学の修学
過程をたどった。まず，冒頭にあげた問題点について整理しておかなければならない。
　第１は，蘭学の修業のために萩城下におもむいた玄明が萩藩随一の蘭学者の家系である青
木家の家塾に入門することなく，能美隆庵の学僕になった経緯である。『筆記』では，玄明
が学僕の立場をみずからの意思で選択したようにえがかれるが，実態はつまびらかではない。
自伝の筆者にとって重要なのは，玄明がどのような経緯で能美隆庵の学僕になったかではな
く，学僕として，どのような体験をしたのか，である。『筆記』には，能美隆庵の学僕とし
てのふたつの体験がしるされる。ひとつは，オランダ語の学習過程である。隆庵は，もとも
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と文人であり，「文典」を習得しているが，西欧の学術に造詣が深い人物ではない。オラン
ダ語の教授法に熟達しているともいえない。しかも，侍医として公務多忙であり，オランダ
語をおしえる閑暇もない。玄明は，本格的にオランダ語の習得にとりくむ必要性を認識する。
　もうひとつは，隆庵が嚶鳴社のメンバーであったために，萩藩政府の要人でもあるメンバー
の人びとの知遇を得たことである。嚶鳴社は，「援古徴今」の立場から歴史をまなび，時局
問題をも講究しようという人びとが結成し，藩政にたずさわる要人を輩出する結社である。
玄明は，隆庵の学僕として，オランダ語の習得という点では成果を得ることはできなかった。
しかし，嚶鳴社の人びととの交遊は，「国家ニ益スル学問」，すなわち「政法ノ學」をまなび，
「政治ニ参与スヘキ位置」を獲得するという「目的」につながる過程のひとこま
・ ・ ・ ・
にほかなら
ない。
　『筆記』が時系列でしるされているとすれば，玄明は学僕時代に奇兵隊への入隊を勧誘さ
れたことになる。このころ奇兵隊などの諸隊にくわわったものが，維新後の薩長藩閥政府の
中枢をになう。玄明は，「西洋学」を修学するために勧誘を謝絶する。文官としての道程を
たどる起点である。
　玄明が学僕の立場をみずからの意思で選択したとすれば，選択の基準があったはずである。
それは，外国語，すなわちオランダ語を習得すること，すでに厭うようになった医業からは
なれること，のふたつの基準である。玄明が萩城下におもむくさいに，種痘医である父玄仲
からつたえられたのは，能美洞庵が好生堂教諭役として萩藩の医療行政を主管していること，
好生堂助教として洞庵を補佐する青木周弼が萩藩随一の蘭学者であることである。玄明は，
能美家は行政家，青木家は学者という認識をいだいていたのかもしれない。青木家の家塾に
入門し，オランダ語を習得すれば，医業に就かなければならないが，能美隆庵の学僕になれ
ば，オランダ語を習得することができるだけでなく，「目的」にちかづくこともできると玄
明は考えていたのではないであろうか。
　第２に，『筆記』が好生堂における修学状況や青木家への婿入りの経緯については詳細を
かたらないのはどのような理由からであろうか。『筆記』が好生堂における玄明の修学状況
に言及するのは，青木周弼および実弟の研蔵，烏田圭蔵の指導をうけたこと，「文典」をま
なび，「単ニ一二ノ医書」しか繙読しなかったこと，村田蔵六の命令によりクリミア戦争に
関する蘭書の数行を判読したことの３件だけである。しかも，前二者は，感情をまじえるこ
ともなく，淡々とした挿話としてえがかれる。しかし，蘭書判読に関するエピソードには情
感がこめられる。蘭書の解読を命じたのは「藩ノ名士」の村田蔵六である。玄明は好生堂に
架蔵される辞書類をひもとき，難渋な蘭文を解読する喜びをあじわう。蘭書を訳読すること
により，玄明は「軍事及ヒ政治思想ノ一班」をうかがいしることができ，「非常ナル愉快」
を感じる。しかも，村田蔵六から賞辞をうける。わずか３０行ほど解読しただけで，クリミア
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戦争の政治的・軍事的な意味を理解することができたとはおもわれない。しかし，玄明のオ
ランダ語の読解力が群をぬき，玄明が現在
・ ・
につながる方向性，すなわちオランダ語を習得す
るという課題を達成したことについては書きしるしておかなければならなかった。
　青木家への婿入りの経緯についても，数行しか割かれない。能美隆庵などが，玄明がオラ
ンダ語学習において異彩をはなっていることを認識し，青木家の養嗣子に推薦する。玄明は
三浦家の嫡子であるとして辞退するが，隆庵などが玄明の父親を説得し，青木家の養子にむ
かえられた，という文脈である。『筆記』は，そのことを「太タ名誉」と表現する。地下医
のせがれが萩藩医，しかも名門青木家のあととりにむかえられたのは，社会移動という観点
からは名誉にほかならない。「目的」から乖離するのではないかともおもわれるが，萩藩医
の名門の後継者という地位を獲得したことは，いわゆる封建的身分制の軛から脱却する糸口
をひきよせたことにほかならない。むしろ，封建的な身分制を超克するために，しかるべき
名家に養子にはいるという選択肢をえらんだとみることもできる。
　第３に，『筆記』には，玄明は青木家の養子にむかえられ，青木周蔵に改称すると，「歐洲
留学」を企図し，ただちに日野宗春，竹田祐伯といった好生堂の中枢にはたらきかけただけ
でなく，藩庁に願書を提出し，木戸孝允に斡旋を要請したとしるされるが，好生堂医生とし
て実際に「歐洲留学」の願書を提出したのであろうか。
　周蔵は，慶応３年６月に萩藩遊学生として長崎にたどりつき，２０日もたたないうちに日野
宗春にあて書翰をおくり，「遠遊」，すなわち海外留学についてはたらきかけはじめる９１）。竹
田祐伯から，来春に出崎を予定する木戸孝允に「自薦」するようすすめられたのは，同年７
月か８月のことである９２）。周蔵は，好生堂に医生として在籍していた段階で，すでに好生堂
の要職にある日野宗春や竹田祐伯に「歐洲留学」についてはたらきかけていた。萩藩は，文
久３（１８６３）年４月と慶応３（１８６７）年２月に留学生を「兵学研究」のためにイギリスに派遣し
ていた。医生については，海外へ留学生が派遣されたことはないが，万延元（１８６０）年にふた
りの好生堂舎長が長崎に派遣された前例がある。周蔵は，日野宗春や竹田祐伯に説得され，
長崎遊学を藩庁に願いでる。周蔵が木戸孝允に「歐洲留学」の斡旋を要請したのは長崎滞在
中のことである。周蔵が好生堂在籍中に「歐洲留学」を企図したのはたしかである。
　青木周蔵は，老境にいたり，往時を回顧する。そこに描きだされるのは，現在
・ ・
から照射さ
れた過去
・ ・
にほかならない。過去
・ ・
は，すべて現在
・ ・
に収斂されなければならない。そのために，
恣意的に辻褄をあわせたり，必要以上に饒舌になったり，寡黙になったり，沈黙をつらぬい
たりする。『筆記』第一には，「封建制度ノ桎梏」を超克するために「国家ニ益スル学問」を
まなぶ基盤をととのえようという青年期の周蔵の野心をえがかなければならなかった。攘夷・
倒幕運動の急先鋒である萩藩では，奇兵隊などの諸隊にはいり，軍人として頭角をあらわし，
「政治ニ参与スヘキ位置」を獲得するものも少なくなかった。周蔵は，あくまでも文官とし
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て「政治ニ参与スヘキ位置」を獲得したのである。
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Zusammenfassung
Der Lernprozeß von Shûzo Aoki vor dem Fahrt nach Deutschland ３
　─ über seine Erlernungszeit der holändischen Sprache in Hagi─
MORIKAWA Jun
　Im Frühling 1863 begeht Shûzo Aoki nach Hagi.　In Hagi beginnt Shûzo die holändische Sprache 
zu lernen.   Um seinen Erlernungsprozeß der holändischen Sprache zu verfolgen, muß man sich 
an das “Notizbuch von Shuzo Aoki” anlehnen.　In seiner Autobiograpie spricht der Autor aber nicht 
immer nur die Tatsachen.　In dieser Studie möchte ich seinen Erlernungsprozeß durch die 
Geschitsmaterialien wieder erscheinen lassen.
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